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中学部　音楽科

題材名｢リズムを感じよう｣

授業者:脇博美　初村多津子　内倉広大　中村雄治郎

対　　象:う　き　うきグループ　男子6人　女子3人

実践期間:平　成　2　　4　年　6　月　～　7　月

I　授業の立案

1　題材の全体目標

(I)いろいろなリズムの特徴を感じ取りながら,身体表現ができる｡

(2)リズム創作活動を通して,友達と一緒に楽しく活動することができる｡

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

吹 偃X,逢x�ｨ�:粳>�vR�習得型.活用型 倬��B�

1リズム模倣,リズム当てゲームをする○ ��做ｹ;霰��｢�ｨ�:�,���+x.侈�,ｨ+X/�.�+�ｧ��X�,���+X,H,ﾈｭi�8/�ﾘ(-�.�+�,h*｢�,X*ｸ.�.h*H,�,�.��ｲ�1.5 

2音符や休符について知る○ ��做ｹ;霰粨ｨ駅�ﾅ��｢�I,5 

(I)音符や休符の種類,長さの違いを知る. ��hｧ儿�,h,ﾉ�陌�*ｨ,X*ｸ.�.h*H,��

(2)色楽譜に合わせて,リズム演奏をするo �,�.�+�,h,Rﾈ尸XHｴﾈﾘbﾘ,ﾈｭi�8/��ﾘ(-�.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

3個人でリズム創作をする○ ��做ｹ;霰粨ｨ駅�ﾅ��｢�I.5 

4枚のリズム.カードを組み合わせて, �8ｨ5�8��4ｨ�ｸ6�/�w�*(,Bﾉ�y�ﾂ�

4拍のリズムを作る○ 儷ﾈﾋｸ*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

4グループでリズム創作をする○ ��乖駅�ﾅ��｢�1.5 

6拍のリズムを作り,お互いに発表した �8ｨ5�8�,ﾉ�x-ﾘﾘx.ﾘ+�,ﾉlｩI(+8/��

り,全員で表現したりする○ 亅H+h竧,�+ﾘ.なｺItﾈ+X+ﾘ.�,X*ｸ.��.h*H,�+x.��ｲ�

Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部を抜粋)

1　授業担当者で行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

リズムと色楽譜を対応 ��+8/�,ﾒﾃIZｨ尸XB�8分音符を表現する 悼Zｨ尸XH/�Uﾈﾋｸ+r�

させて,リズムを手拍子 �,ﾈ詹H��,ﾘ,X*ｸ.�*｢ﾂ�際には,手拍子のみな �.��ﾈ,ﾉYH肩/��ﾘ.(+r�

で表現することができる○ 悼Zｨ尸XH,�,�.�,i>�+R�らず,動かしやすい部 �+�,h,Rﾈｧ�+X-ﾘ,�*｢�

い○ (6月8日) �ｨ,X*�.侈�.):ｨ,�,y�ﾂ�,ﾈ,x,ﾉYIZｨ/�w�*(,IUﾂ�ﾋｸ+X,H.�.h*(+�,h,�+r�.��ｲ�ベﾈ紵?｢��ら,リズムと色楽譜 を対応させて自分な りに表現することが できた○ (7月12日) 
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2　授業研究会(参観者)を通して行った改善
1

(黒木教諭: 5/31実施　自立活動授業研究会｢身体を動かそう｣における教材･教具の意見を参考にした｡)

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

発声練習の際に息 �(+8/�,ﾒﾉ�x/��自立活動授業研究会で �%ｨﾟｸ�8,ﾈ6X4(6(5h8X/�w��

の吐き方を意識して �ｩ.�,ﾈｺﾘ+8,Y+x*ﾒ�の視覚的に理解しやすい �*(.�+�,h,Rﾉ+x*ﾙ�x/�6h*ｲ�

取り組むことができ �6h*ｹ��*�.�+�,h*｢�指導方法の意見交換を受 ���*�.�+�,h/��8�+X,�*ｨ.rﾂ�

るo �>�+X*&��スﾈ�3�?｢��け,発声練習の際に息を 偃h.��x-�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾚ�+ｲ�

一定の強さで長く吐くこ �,ﾈﾎ8,ﾉJﾙ�ｩ�ｸ�,X.��x*ｩ+r�

とを意識するために短冊 �*ﾙ��*(+ﾘ+�,h,Rﾈ*H.ｨ+X+ｲ�

状のティッシュを準備し �*H,蔚ﾈ��/�+X,H*(+ﾖ��

た○(6月1日) 茶hﾈ��?｢��

3　授業研究会(授業者)を通して行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

友達の様子を見な �8+8/�,ﾒﾈｻ8踪,ﾂ�友達同士でモデルに �8+8/�,ﾒﾈ齷Zｨ*�.x訷/��

がらリズム模倣をす �8(6h8ｸ/�ﾊ�,H,ﾘ*(.��なることで学ぶ機会が 仍8+�,Bﾈ齷Zｨ,�9h,H,H-�+R�

ることができる. �*｢ﾈ����+x.�+�,h*｢�多くなるという意見を �*(,h4�78�ｸ8ｸ+X+ﾘ.にti$"�

少ない.自分がモデ �.�.x,�+ﾚ�+ｸ+�,Rﾈ8"�の様子を見て取り組んだり 

ルになったときは, �6h8ｸ,h,�.亢�檍/��ﾙ.��する姿が見られるように 

友達の反応を楽しん でいるo (6月8日) �+Rﾉti$(/�.h.�8�,R�*ｸ.�.h*H,�+X+ﾒ��ベﾈ紵?｢��なった｡ (7月12日) 

Ⅲ　授業と生徒の変容

1　授業の変容

今年度は,昨年度の取組を発展させて,音符の種類や長さも取り入れた音符記号や色楽譜を対

応させながら身体表現をする活動を行った｡しかしながら,色楽譜を用いての手足を使ったリズ

ム打ちの学習場面では,色楽譜を意識して活動することに苦戦している生徒の姿が見られた｡原

因として,色楽譜のみでは,音符の種類の違いやリズムが複雑になると分かりにくくなったり,

色楽譜を目で追いながら体で表現することが難しかったりするのではないかと考えた｡そこで,

美術の担当と連携し,美術の時間に描いた自分の手形や足形を音符に見立てたリズム･カードを

作成した｡生徒のリズム･カードに対する関心は非常に高く,友

達と一緒にリズムを組み合わせる姿が見られた｡さらに,個人及

び友達との創作活動を行うことで,自分が納得するリズムになる

ように何度もリズム･カードを並べ替えたり(写真3-1),完成し

たリズムを全員で表現することで楽しさを共有したり,活動に積

極的に取り組む姿が多く見られるようになった｡
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写真3-1カードを入れ替える

Dさん



2　生徒の変容

Eさんは,教師や友達のモデルを手掛かりにすることで,様々な場面で学びを深めていく姿

が見られる｡しかし,手掛かりとしての色楽譜やリズム譜を見ることよりも近くでモデルとなっ

ている教師や友達を見ることが多く,自分から教材･教具に関わることができる場面でも相手

からの関わりを待ってしまう傾向にあった｡原因としては,楽譜の見方や読み方が分からない

ため,教師や友達のモデルを頼ってしまうのではないかと考えた｡そこで,リズム･カードの

見方を個別に教える場面を設定した｡次に,どの組み合わせであれば,表現しやすいのか実態

把握を行い,繰り返し練習を行った｡さらに,友達に発表する場面を設定し,一人で発表でき

たことを称賛することで,自信をもって取り組むことができるようにした｡

最初のうちは,リズム･カードを意識することが,なかなかで

きず,友達の動きに合わせて表現する姿が多く見られたが,リズ

ム･カードを自分で操作して並べ替えたり,友達と一緒に表現し

たりする活動を通して,本題材の終わりには,教師の指さしのみ

で,リズム･カードを手掛かりに一人で発表することができるよ

うになった(写真3-2)｡
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写真3-2　発表場面の様子

Ⅳ　活用場面の様子

中学部では, ｢学部の歌｣を選曲し,朝の会や学部で活動する際に歌っている｡授業研究会にお

ける｢学部の歌も手拍子をしながら歌う曲を選曲したら,リズムを表現することをさらに身近に感

じることができるのではないか｡｣という意見を参考に学部で検討し,歌に合わせて手拍子ができ

る｢気球に乗ってどこまでも｣の歌に2学期から取り組むことにした｡手拍子は,表出言語の少な

い生徒にとっても表現手段の一つになっており,表情豊かに活動に参加している｡

初めは,そろわなかった手拍子も継続することで,日に日にそろ

うようになってきた｡また,手拍子に加えて,生徒の実態に応じて

カスタネットやタンプリンなどの楽器を使って表現することにした｡

そのことによって,リズム表現の幅が広がり,より楽しむ姿が見ら

れるようになった(写真3-3)｡

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等
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写真3-3　カスタネットをたた

くCさん

本題材で使用した自分の手形や足形を音符に見立てたリズム･カードは,生徒たちにとって分か

りやすい教材で,他の題材でも有効だった｡今後は,個の実態に応じられるように更に工夫してい

きたい｡

授業研究会を重ねる中で実感しているのは,音楽科は,学校の教育活動全体において様々に関係

する教科であるということを再認識したことである｡他教科や生活場面との関連性の深さを確認し

たことで, ｢この場面で,音楽で学習したことが生かされるのではないか｡｣という意見のやり取

りが,日常的に他の職員と交わされることは,生徒の学びの深まりに確実に有効であると考える｡

今年度,美術科や朝の会などと関連をもたせた授業展開を行ったが,今後は,他教科とも関連さ

せた年間指導計画の在り方について,考えていきたい｡
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申学部　保健体育科

題材名｢健康な身体｣

授業者:前瀬久美子　脇博美　中村雄治郎

対　　象:中学部1年　　男子4人　女子2人

実践期間:平　成　2　4　年　5　月　～　7　月

I　授業の立案

1　題材の全体目標

自分の日常生活の様子や健康の状態を知ることで,自分の身体に関心をもち健康に気を付け

ることができる｡

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

次 偃X/�ｧx�ｨ�:篷>�vR�習得型,活用型 倬��B�

1オリエンテーション ��做ｹ;霰��｢�1.5 

保健学習の内容について知る○ 侏ｸﾝﾘ,ﾉ�yk�,ﾈ�8ｻX/�F8簡+Rﾈｨ���

2健康な身体～睡眠～ �,��y�ﾈ,i�yk�,ﾈｭhﾅx,�,(*(,I&ﾘ.�+��

自分の睡眠時間を確認し,適切な睡眠時間を知る｡ �,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.薬�

3健康な身体～運動～ ��做ｹ;霰粨ｨ駅�ﾅ��｢�1.5 

(1)学校や家で実践している運動を発表するo 侏ｸﾝﾘ,ﾈ暮:�,ﾈ�8ｻX/�F8簡+Rﾈﾉ(ﾔ��

(2)運動の効果について考える｡ �,��y�ﾈ,h暮:�,ﾈｭhﾅx,�,(*(,I&ﾘ.つ�

(3)簡単な運動に挑戦する｡ �i.ｸ.(ｷ�-ﾘ鳧ｭH,鎚齪.x暮:�,偃h.���x-�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.薬�

4健康な身体一食専一 ��做ｹ;霰粨ｨ駅�ﾅ��｢�1.5 

(1)給食の様子をビデオで見る○ 佶(ﾔ�,��y�ﾈ,i�磯h,ﾈｭhﾅx,�,(*(,B�

(2)食べることの大切さや食べ物の働きを知る○ �&ﾘ.なｮ馮ｹ4�,�&ﾘ�.)�I7�/�7H�ｸ6��

(3)給食の献立を基に,食品群を赤,黄,緑のグルー �5�488�,Xｨ駅�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*B�

プに分類し,栄養素について知る○ �,�+x.薬�

四 店ﾉ(ﾔ�,��y�ﾈ���yk�阨�:粳�磯b�Hｷ�-ﾘ,佰ﾈ*�,B����【活用型】 ��絣�(1)睡眠.運動.食事で大切なことを確認する｡ �Hｷ�-ﾘ,佰ﾈ*�,Bﾉ�yk�阨�:粳���

(2)夏休みの計画を立てる○ 倬h,�,(*(,ImｩUx.(ﾇh柯/�zx,H.薬�

Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部を抜粋)

1　授業担当者で行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

健康な身体と睡眠の関 ��+8/�,ﾒﾈ8��ｸ4�5h�ｲ�ワークシートの情報量の �ilｨ,偖y(h+Rﾈｻ8踪,ﾉ�"�

係について知ることがで �6x/�w�*(,�*ｨ.x,ﾈｧx�,��多さが原因であると考え �/�.h*ﾙ[x*(,H*�.な4�485��

きる○ �,ﾘ�9w�4�,伜���+x.倡�*｢�た○そこで,スライドを使 �9�/�竧.�?ﾈ.ｨ+ﾘ,h+�.ｲﾉtb�

あまり見られない○ (5月17日) 冽�+X,H�饑�|ｨ/�+)��+X,�*｢�達と一緒に相談して答える 

ら課題を提示する○ 倡�*ｨﾊ�.x.ｨ+ﾖ��

(6月1日) 茶hﾈ粤�?｢��
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2　授業研究会(参観者)を通して行った改善

(内倉教諭: 5/17実施　国語科授業研究会｢絵を見て話をしよう｣における環境設定の意見を参考にした｡)

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

献立を基に,自分で栄 �(+8/�,ﾒﾈ攣��,���+R�国語科の授業研究会で座 冲i$(,ﾉvﾈ��/�ﾊ�+ﾘ.にtb�

養素ごとに食材を分類す �,I9ｨ*h.�+�,h*ｩ>�+X*ﾘ,��席配置の工夫が検討された �$(,��ｩ&ｸ+X+ﾘ.�+X,Bﾈ哩wｲ�

ることができる○ �.�,bﾈ*�*ｸ.x-�,H詹uh-��ことを受け,授業時の座席 ��h+(,h,兒ｩ}�+X+ﾘ.な8��

をする姿が見られた○ (5月17日) 僭ｩ'X,ﾉ¥��/�ﾉ�:(+x.宙ｼr�クシートに書き込んだりす 

蹄形の配置)○ �.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�,�,"�

(5月17日) �,H*ｸ+ﾘ�ｲドﾈ�#�?｢��

3　授業研究会(授業者)を通して行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

最後まで静かに話を聞 �8+8/�,ﾒﾈｻ8踪*ｩ�(/��授業の最初で,授業の約 �8+8/�*ｩ�(+X跖-�+ﾘ,h*ｲ�

くことができる○ �+X,H*(.�7)(h,Y9ｨ*h/��束事を教師と一緒に確認す �,通)o���+�,�+ﾘ.h,ｸ�ｺ8,b�

言ったり,質問をしたり するので,話を遮り,局 りの生徒が答えることが できない○ (6月21日) �.���ドﾈ�#�?｢��一言言うと,意識して気を 付けようとする姿が見られ たoすると,他の生徒が意 見を発表したり,発閏に対 して答えたりする場面が多 くなった○(7月9日) 

Ⅲ　授業と生徒の変容

1　授業の変容

生徒は,小学部や小学校での保健の学習を通して,睡眠･運動･食事について基本的なことは

分かっており,質問をすると答えることができる場面が多く見られた｡しかしながら,自分の日

常の生活を振り返り,自分の健康と睡眠･運動･食事の関係を結び付けて考えることは難しいよ

うであった｡そこで,次の2点を中心に授業改善を行った｡ ①スライドや紙芝居などの視覚的教

材を用いて活動を行い,興味･関心をもって授業に参加できるようにすること, ②日頃の給食の

様子等を撮影し,導入時に視聴することで,自分の姿をvTRで確認し,自分の身近なこととし

て考えることができるようにすることである(写真3-4)｡授業改善の結果,説明したことを理

解できているかどうかを確認するためにスライドでのクイズを取り入れたところ,積極的に答え,

楽しそうに取り組む姿が見られるようになった｡また, VTR

を再生し,自分の食事の様子が流れると,その様子をじっと見

ながら,授業の目的を強く意識できるようになった｡日常生活

の中でも,自分から｢家に帰って運動する｡｣と発表するなど,

自分の生活と少しずつ結び付けて考えることができるように

なってきた｡
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2　生徒の変容

Cさんは,様々な場面で積極的に意見を発表したり,質問をしたりすることができる｡しかし

ながら, Cさんは教師が話をしている途中に応答したり,質問をしたりすることがあるので,学

習の流れを中断したり,十分に学習内容を理解していなかったりする姿が見られた｡また,早く

質問をしたいという気持ちが強いために,最後まで話を聞いていないことがあった｡そこで,揺

業研究会での意見を参考にし, ① ｢話は最後まで静かに聞く｡｣, ② ｢質問があるときは,手を

挙げて質問をする｡｣という｢授業の約束事｣を決めて,授業の最初で一緒に確認するようにし

た｡また, Cさんの話す力を生かすことができるように,二人組での学習を取り入れることで,

友達にアドバイスをしたり,友達の意見を闘いたりしながら活動することにした｡さらに,活動

したことを発表する場面を設定した｡その結果, Cさんは,教師の話を最後まで聞いてから活動

し始め,友達と相談しながら栄養素を分類することができる等,学習の課題を理解して取り組む

姿が見られるようになってきた｡

Ⅳ　活用場面の様子

食事の大切さや栄養素について学習したことを生かし,総合的

な学習の時間(フードタイム)ではバランスのとれた弁当作りを

行った｡まずは,自分が今まで食べたことのある弁当の中身を振

り返り,自分が作ってみたい料理を発表し,主食,主菜,副菜,

汁物･飲み物などのバランスを考え,栄養面で何が多いか,何が

足りないかを話し合った｡自分が好きな料理ばかり選ぶのではな

く,教師の言葉掛けや友達の意見を聞きながらメニューを決めて,

実際に作ることができた(写真3-5)｡

また, Bさんは,給食時に三角食べができなかったり,よくか

まないで食べたりする姿が見られた｡好き嫌いも多く, ｢野菜食べ

ない｡｣と発言することも多かった｡食事で気を付けること等,学

習したことを一つずつ確認することで, ｢よくかんで食べてる｡｣

と自分の様子を教師に報告したり, ｢次はこれ!｣と言って食べる

物の確認をしたりする姿が見られるようになってきた(写真3-6)｡

驚欝掌 
i.'r �.r�･'Jt'囲/, 

ら 崩�(璽��d穏ス費 

写真3-5　栄養バランスを考えたメ
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写真3-6　Bさんの給食の様子

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等

保健学習は,学習したことをすぐに実生活に生かすことができる｡そのためには,生徒が身近

に感じることができるものを取り上げて学習を進めることが大切であることを感じた｡また,今

回は家庭との連携が不十分であった｡並行的設定として,家庭との連携を密にすることで,生徒

がもっと生活に結び付けて考えることができたのではないかと考える｡軽業研究会では,様々な

視点から授業改善のアイデアをもらうことができ,授業に生かすことができた｡また,生徒一人

一人の成長に気付くことができ,生徒と関わることの喜びや生徒の成長に関わっていきたいとい

う気持ちが今まで以上に強くなった｡
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申学部　数学科

題材名｢合わせてみよう,分けてみよう｣

授業者:初村　多淳子　　北園　菜保美

対　　象: A-2グループ男子2人女子2人

実践期間:平成　2　4　年　6　月　～　7　月

I　授業の立案

1　題材の全体目標

(I) 10までの数字カードを順番に並べたり,前後の数字を表したりすることができる｡

(2)具体物や半具体物の操作を通して, 10までの集合数の二つの個数を合わせた個数や二つに分

けた個数を数字や数詞で表すことができる｡

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

次 偃X,逢x�ｨ�:�)>�vR�習得型,活用型 倬��B�

110までの数字カードを順番や逆の順番に並べたり, ��做ｹ;霰籀ｨ駅�ﾅ��｢�3 

数字の前と後の数字を数詞や数字で表したりする○(順 ��H,ﾉ�X*ｸ+8.)�Hﾆ��,h*(,�+ﾙ�����

序数や数系列の理解) 俤�,Xｧx�+X+ﾘ+�,h/��h*�+X,H攣��,��竧.��x-�.h*H,�+x.��ｲ�

2友達に飴玉やおはじきを1個ずつ,2個ずつ配る0 31個,2個増えた数を答える○ ��做ｹ;霰��｢�ﾋ駢H,ﾉyﾘ��+�*�,X,�*ﾒﾈｾ��ﾉ4�,����ﾞﾈ/�,ｨ+X,Bﾈｮ顏�,h,�.�.�,ﾈ,ﾉ�B�*ｩ�ﾘ*h.�+�,h/�&ﾘ.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.b�*H,�+x.��ｲ�

410個のおはじきを二つのコップに分けるo 壷%�肩鳧ｭH8ﾈ7�8ｸ,�*�*�.��lO 

(i)二つのコップを縦横に振って,様々な数に分かれ ��做ｹ;霰籀ｨ駅�ﾅ��｢�

ることを知る○(数の分解) 茶�仆8踪,h耳�,丿ﾙDh+X,�*ｨ.y��ﾞﾂ�

(2)片方のおはじきの数を数えて,もう片方のコップ �,ﾉ_ｹd�.)9ｨ*h,ﾉ;�*ｹ_ｸ/�ｧx-B��

に入っている数を当てる○(補数) 茶"侘)¥ｨ攣��,偃h.��x-�,h*ｲﾈｻ8蹌�,h耳�,偃h.��x/�+饑ｹd�/�諄,�,Bﾂ�

5二つに分かれた具体物を合わせた数を数字や数詞で 

表す○(数の合成) �ｩ�ﾈ,X攣��,偃h.��x-粐�

Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部を抜粋)

1　授業担当者で行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

10までの数字カー ��+8/�,ﾒﾃ�*�.s��-ﾂ�生活でも活用できるカレ ��H㈱,i:��,�4ｨ�ｸ6�/���

ドを順番に並べるこ �,X,ﾉ�H㈱,ﾘ,X*ｸ.�*｢ﾈﾆ��ンダー等を手掛かりにす 冑x+�,(ｦﾙDh+X,�*ｨ.x�MH,��

とができる. 倬ｨ4ｨ�ｸ6�/��MH,兔�-x.��る｡堤示されたカードを声 兔�-x,H*(.倡�*ｨﾊ�.x.ｨ+ﾘ�ｲ�

と2の次に8を並べるな �,偬�+X,I�H㈱/�ﾗ8*"ﾈﾚﾉ:��分からなくなると教室のカ 

ど混乱している様子が見 �+X,Hｦ�*h,H*(.��H鬨,ﾈﾆ�/��レンダーを探して確認して 

られた○(6月8日) 丿�*h.薬ドﾈ��I?｢��いた○(6月21日) 
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2　授業研究会(参観者)を通して行った改善

(甫立教諭: 6/21実施　木工班作業学習授業研究会｢販売に向けて製品を作ろう｣における｢学び｣の機会を参考)

目標.教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

個別課題に取り組 �(+8/�,ﾒﾉ��ﾞﾉ_ｹd�."�Bさんが自分の役割を理解 侘)¥ｨ攣��/�ti$(,i¥ｨ,ﾂ�

むとき,教師と一緒 �9ｨ*h,ﾉ;�*ｹ_ｸ,ﾙyﾘ��+X,B�しているにも関わらず,教師 亊Hﾙ�,�+Rﾈ齷Zｨ,Y;�*ｸ��

に取り組んだ方法を �*(.�*｢ﾉ}x,ﾉti$(,ﾈ��9｢�の指示を待つ姿から,Bさん �+X+ﾙ9ｨ*h/���*ﾘ.h*H,�6��

生かして一人で課題 �/�ﾊ�,Bﾈ齷Zｨ,ﾈ��･ﾘ,h穀�の主体性を引き出すための教 �*h+ﾚ�;�*ｸ�+Y_ｸ*ｩZｨ*��

に取り組む○ �,�.�,h齷Zｨ,ﾈ��9ｨ*ｩ�99｢�師の言葉掛けのタイミング等 �.に�8��,X*ｸ.�,bﾈ齷�ﾒ�

でも書き直してしまうo I (6月21日) �,ﾈ�8ﾊ�*ｨ�+8.ｨ+ﾖ�)¥ｨ攣���がもて,一人で課腰に取 

に取り組むときの友達との机 間の距離を広げることを検 討oさらに,正答のプリント を準備しておき,自分で答え 合わせができるようにした○ (6月21日) �.��x-韈�*ｨﾊ�.x.ｨ+ﾖ��ベﾈ�9?｢��

3　授業研究会(授業者)として行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

半具体物を操作し �9ｨ*h/�;�*ｸ�+y_ｹd�,ﾒ�A4サイズのプリントに6 ��hx,�ｨ,(,ﾈ攣��/��ﾒ�

て二つの数を合わせ 凉ﾘ��,X*ｸ,H*(.�*｢ﾈ*�,ﾒ�間の課題数が,生徒にとって �.�+x.�+�,h,Rﾈ�ｼh,ﾉm｢�

た数を導き出すこと �+h*ｸ/���ﾞﾈ+X,H*(.亊B�多いことや桜形のおはじきよ 儷x,傲Y5�/�ﾖ�,�,H轌G�+r�

ができる. �,鎚竧.��x/�,X*(+ﾘ攣���りも四角のタイルの方が数を �.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾚ��

がプリントのどこだった 凉ﾘ��,X*ｸ.�,ﾈ,X,ﾘ,�*(*�,h*"�算数セットの教材の四 

か分からなくなる様子が �*Hｧx-�,ﾉ_ｹd�,�,(*(,H�8ﾊ�*｢�角ブロックは,操作しや 

見られた｡ 偬�+8.ｨ+ﾖ��すく,補数の理解にも効 

(7月5日) 茶xﾈ��)?｢��果的であったo(7月18日) 

Ⅲ　授業と生徒の変容

1　授業の変容

本グループの生徒は, 10までの数において数唱はできるが,示さ

れた数字カードと同じ数だけの物を取り出すことが難しかったり,

数唱の最後が集合数を表していることの意味が分からずに混乱して

いたりするなど教の大きさの理解に課題のある生徒が多い｡そのた

め, ｢増える｣や｢合わせる｣, ｢分ける｣という言葉の理解を助け

るために,具体的な操作を通して数図や数字に置き換えられるよう

に学習を行った(写真3-7)｡また, -単位時間の授業の中で,習得

と活用が行き交う授業を展開することで,生徒自身が知識･技能を

確実に習得し,習得した自分なりの学び方や答えの導き方を駆使し

て課題に取り組む姿が見られるようになった｡授業研究会を通して,
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生徒の理解に応じた適切な情報量や教材･教具について意見をもらうことができた｡具体的には,

じっくり生徒が課題に取り組むために,教師の言葉掛けや見本提示を生徒の様子を見ながら,タ

イミングを図って行うことや具体物を使って操作するときの問題の提示の仕方や問題量など改善

を行った｡問題の数を精選することで,生徒がじっくり課題に取り組み, ｢できた｡｣という達

成感を得て, ｢次もやってみたい｡｣という新たな課題に取り組む姿が見られるようになってき

た｡

2　生徒の変容

Aさんは,教師の質問を聞いて積極的に発表したり,これまで学習した内容を想起したり,具

体物を操作しながら学習することを楽しみにしたりしている｡しかし,課題に対する理解が十分

でなかったり,自分の導き出した解答が合っているのか間違っているのか分からないままにして

しまったりすることが多い｡そこで,自分の課題が一通り終わったら,教師が正答か誤答かの判

断をするだけでなく,なぜこのような答え(考え)を出したのか

本人なりに説明をすることで,生徒自身が自分の考え方を整理

し,理解を深めるようにした｡ Aさんが言葉だけでなく,操作

しながら説明を行うことで,教師も生徒がどこでつまずいてい

るのか,どの程度理解が進んでいるのか把握できた(写真3-8)｡

Aさん自身は,自分の考えを説明する中で,間違いに気付き,

正答を導き出すことができていた｡

Ⅳ　活用場面の様子

写真3-8　自分の考えを説明する

Aさん

本題材の学習当初は, 1から10までの数字を順番に並べることは難しい様子が見られたが,学習

を通して数唱と数字が一致してくるようになった｡そこで,本題材で習得した知識や技能を活用で

きる場面として他の教科等で活用する段階的設定で実践を行った｡

中学部の体育の学習では,ビブスを着用してチームごとに色別に

分かれたり,ビブスの番号順に並んだりして活動することが多い｡

これまでは,自分の番号が5以上の数字なら前後を判断できずに

教師の言葉掛けを受けて整列していた｡しかし, 9人編制のティー

ボールの学習でチームごとに整列する場面では, ｢数学で勉強し

たよ｡｣という教師の言葉掛けに友達の番号から前後を判断して

順番に並んだり,友達に並ぶ場所を教えたりしている姿が見らる

ようになった(写真3-9)｡
写真3-9　ビブスの番号を手掛か

りに並ぶことができた姿

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等

授業研究会を通して,授業改善の視点を基に複数の教員から具体的な改善策の意見をもらうこと

ができ,授業改善ができた｡また,学んだことが一つの授業に留まらず,様々な場面で活用できる

ことを兄い出すことができた｡しかし,生徒の様子を追うあまり,授業の目標の妥当性や学習内容

の改善を語り合うことは,自分自身難しかったので,今後も授業研究については研鎖を積み重ねて

いきたい｡
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中学部　作業学習

単元名｢,ふようまつりに向けて製品を作ろう｣

授業者:甫立将章　中村雄治郎　北園菜保美

対　　象:木　工　班　男子3人　女子3人

実践期間:平成　2　4　年　7　月　～ 1 2　月

I　授業の立案

1　単元の全体目標

(1)ふようまつりに向けた製品作りを通して,できるようになっていることを実感し,自分に与

えられた役割に責任感をもって取り組むことができる｡

(2)協同作業に伴う分担作業を通して,集団の中での自己の役割意識を高め,積極的に働きなが
､

ら,友達と協力して良品を作ることができる｡

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

次 偃X,逢x�ｨ�:粳>�vR�習得型.活用型 倬��B�

1ふようまつりについて知る○ ��做ｹ;霰��｢�3 

(1)期日を知るo 俥ﾈｼhｧx�,���+x.侈�,ｨ+R�

(2)当日までの流れや販売するものを知る○ �/�.�+ﾘ+�.薬�

2手順を覚え,作業に慣れるo ��做ｹ;霰粨ｨ駅�ﾅ��｢�12 

(1)作業工程の手順を覚える○ 坪ｧxｯｨ,做ｹ;�+X+ﾘｵｩEﾈ."�

(2)作業工程に必要な道具や材料の準備をする○ ��I7�/�ｨ駅�,X*ｸ.�.h*H,�+r�

(3)報告や相談の方法を知り,実行する○ �.��ｲ�

3丁寧に効率よく作業をする○ ��乖駅�ﾅ��｢�30 

(1)良否の確認を自分で行う○ 做ｹ;�+X+ﾘｵｩEﾈ.)�I7�/�ｨ��

(2)効率よく製作するための方法を考える○ 冽�+X,�*ｨ.rﾈ齪.xﾖﾈ*h.亢��

(3)自分を振り返ったり,友達を参考にしたりするo ��/��9�ﾙ4�,��ﾘ.(+x�ｲ�

四 滴-8.h*H-ﾈ,(.�,ﾈ��OX/�+x.��ｲ�【活用型】 湯�
(1)販売の準備をする○ ��ｹV�/�LﾉHH+x.�+�,h,Rﾂ�

(2)販売活動をする｡ ��ﾈ��ｫH.)$)�ﾈｫH/�j�.ﾘ*H+��

(3)販売の反省をするo �,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部を抜粋)

1　授業担当者で行った改善

目標,教えたいこと 倬�;i�i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

自分から報告.連絡.柿 ��+8/�,ﾘﾈｨ､ｨ*�ﾈｼh/�ﾗ2�Aさんが他の学習場面 ��+8/�,ﾘ+X,�.x*ﾘﾚ(,"�

談を行う○ �*Hﾝｲﾈﾝ驅�/�^(�ｾ�,偃h.��でVOCAを活用してい �+ﾙUﾈ��/�+X,H*(+ﾘ*｢ﾅb�

付けるのに手間取り,困つ �.�+�,h/��ｼi%99h�(*�.r�ocAを使用したことで, 

た様子で近くにいる教師を 兌x*ｲﾉm慰鵜x,X.�d�2�担当者に自分の思いが通 

その場でじっと見ていた｡ ��/�諍w�+x.�+�,h,�+X+ﾖ��じ,笑顔を見せたo 

(10月4日) 茶��ﾈ�#�?｢��(12月13日) 
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2　授業研究会(参観者)を通して行った改善

(初村教諭: 10/30実施　国語科授業研究会｢なにしてる?｣における学びの機会を意見を参考にした｡)

目標,教えたいこと 倬�;i�i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

作業に見通しをもち,最 �(+8/�,ﾘﾝ驅�,ﾈﾊIh�ﾞﾈｼb�国語科のi受業研究会で �(+8/�,ﾔ8+8/�,ﾈﾞﾈｼb�

後まで集中して作業に取り �,ﾈﾝｲﾈ,x+�-ﾈ,Yh�*(+ﾘ.x��友達の様子を手掛かりに �/�vﾈ��/�-ﾈ,ｸ,Bﾈ齷Zｨ*��

組むことができるo �.ﾘ.�*僵ｹ&h,俑(.にh�*ｸ暈�自分の行動に自信をもつ �.xﾝ驅�,��x,�,HﾊIh�,ﾈ�2�

ぎたり,困った様子でじつ �(+8/�,ﾈ��*�.rﾄ8+8/��態を確認し,納得した表 

と教師を見ていたりする様 �,h耳�,俥ﾈｼh/�ﾗ8*H.h*B�情で自分から報告するよ 

子が見られた○ �,�+X+ﾒ�5�487ﾘ�ｸ/�[冽�薬�うになったo 

(10月4日) 茶��ﾈ��?｢��(11月12日) 

3　授業研究会(授業者)を通して行った改善

目標,教えたいこと 倬�;i�i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

自分の役割に責任をもつ 禰+8/�,ﾘ+x*�,偃�/�鉅-��作業学習で身に付けさ 禰+8/�,ﾘ�ｼi��,偃���

て最後まで取り組むことが �,Hｷ�/�+�.な4ﾈ8�8ﾘ4ﾈ8�8ﾒ�せたいことを具体的に示 �*ｸ/��ｨ,偬�+X,I<x-ﾒﾈｦ��

できる○ �,h.h+ｸﾊ�/�+x.�+�,h*ｩ�ﾒ�したらどうかという意見 儘H.h*ﾘ�*ﾘ齷Zｨ,ﾈ��/��｢�

く,教師から何度も注意を �/�.�.x,�+ﾒ�+ｸ+�,Rﾈﾞﾂ�像しながら作業に取り組 

受けている姿が見られた｡ (10月30日) 仂hｧx�,ﾈ訷盾�$)�ﾂﾘ,ﾂ�;著/�ﾞﾉ�ﾈ+X+ﾘ�ｲ����ﾈ�#�?｢��み,自分の仕事を最後ま で集中してやり遂げた｡ (12月13日) 

Ⅲ　授業と児童生徒の変容

1　授業の変容

｢ふようまつり｣を意識することで,自分たちが作った製品を多くの人に買ってもらいたいとい

う気持ちから意欲的に作業に取り組んでいた｡しかしながら,軽業の様子をVTRや『豊かな｢学

び｣を見つめる指標』で振り返ってみると,報告･連絡･相談や安全面などについて,繰り返し指

導をしているにもかかわらず,定着が図られていないことが分かった｡また,協同作業における自

他の役割を意識している様子もあまり見られなかった｡

そこで,授業研究会で意見をもらったり,授業担当者間で原因を分析したりする中で,改善策と

して, ①木工班として理想の姿を具体的(作業学習の手引)に示す方法(教材･教具,自分とのか

かわり), ②自分や友達ができていることを認める機会(友達,自分とのかかわり)が挙げられた｡

このこ点を中心に改善を進めていった結果,生徒自身が木工班の一員として理想の姿を目指すよう

になり,同じことを繰り返し指導する場面が減った(写真3-10)｡具

体的な姿を示したことにより,自分の姿を客観的に捉えるようになり,

｢できている｡｣という自覚が生まれ,生き生きと作業に取り組む姿

が見られるようになった｡また,波及効果として,うまくできている

友達の姿を見て,積極的にまねようとする生徒が見られるようになっ

た｡さらに,授業担当者間で指導の視点が共通理解され,一貫した指

導ができるようになった｡
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写真3-10　作業学習の手引を読

む姿



2　児童生徒の変容

Cさんは,自分が提案した新製品を多くの人に買ってもらいたらという思いがあり,製品の完

成を楽しみにしていた｡ 1学期の作業学習や他の学習活動の様子から, Cさんには手順表等の見

通しをもつことができる手立てが有効であることが分かっていたため,椅子の組立に関しても手

順表を用いることにした｡しかしながら,手順表を手掛かりに椅子を組み立てようとする姿は見

られたものの,質問や確認を繰り返し,うまくできないことにいらだっ

た言動が見られ,意欲の低下が感じられた｡そこで,手順表の写真を部

品の向きや配置が分かりやすいものに変更したり,重要なポイントは丸

や矢印で示したり,説明文を簡潔にしたりするなどの改善を行った｡す

ると,手順表と実際の部品をよく見比べ,つぶやきながら自分なりに確

認して作業に取り組むようになった｡手順表を手掛かりに生産目標数の

椅子を一人で完成させた日は,喜びを隠せない様子で目を輝かせながら

友達や担任に製品の説明をする姿が見られた｡また,製品の完成につい

て,他の班員の頑張りを稀賛する様子も見られた(写真3-ll)｡

Ⅳ　活用場面の様子

Cさんの個別の指導計画には,保護者,本人の願いを受けて, ｢より良い

方法を考え,実行する力｣を高めることが挙げられていた｡そこで,作業

学習では上述した｢手順表を手掛かりに作業を進める取組｣を,美術科で

は｢対話を通して教師が方法を提案し,どの方法で描くか自分で決める取

組｣を,保護者と連携して家庭においても並行して行うことにした｡

美術科における4月当初のCさんは,イメージしたことをどのような手

順,方法で表現したらいいか分からず,授業が近づくと家庭でパニックに

なり登校できないことがあった｡しかし,教師と対話をしながら描きたい

ものの大きさ,配置,色などを段階的に自分で決めながら,イメージに近

写真3-11日記のコメント

写真3-12　美術作品

づけていくことで,次第に美術に対する苦手意識は感じられなくなり,友達や教師にうれしそうに

作品を見せたり,美術で取り組んだことを家族で話題にしたりするようになった(写真3-12)｡ま

た,取組を続ける中で,作品に対する思いを積極的に伝えるようになり,授業に楽しんで参加して

いる印象が強く感じられるようになった｡

このように, ｢より良い方法を考え,実行する力｣を高めるために複数の教科等で連携して取り

組むことで,意図的に設定した活用場面以外でもその力を発揮するCさんの姿が見られるように

なった｡

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等

本実践を通して,生徒の姿から内面を想像することの重要性や,教師が互いに持っている生徒の

姿や手立てなどの情報,アイデアを共有することで授業改善のヒントが生まれること,必要に応じ

て教科等の枠を越え,並行的に指導していくことにより生徒の豊かな学びをはぐくむことにつなが

ることなど,多くのことを学ぶことができた｡今後も生徒の｢できた｡｣, ｢わかった｡｣, ｢やって

みたい｡｣が増えるような授業の在り方を追究していきたい｡
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中学部　自立活動

活動名｢身体を動かそう｣
授業者:黒木里香　内倉広大　北園　菜保美

対　　象:中学部3年生　男子4人　女子2人

実践期間:平成　24　年　4　月　～ 1 1月

I　授業の立案

1　活動の全体目標

(I)自分のよさや困難に気付き,その良さを伸ばそうとしたり,困難を改善しようとする意欲を

もったりすることができる｡

(2)自分の課題となる活動を理解して,意欲的に取り組むことができる｡

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

吹 偃X,逢x�ｨ�:篷>�vR�習得型,活用型 倬��B�

1自立活動の学習について知る○ ��做ｹ;霰��｢�1 

(オリエンテーション) 唸齷zxｨ�:�,ﾉmｩ4�.(ｧx�,�,(*(,Hﾊ�,ｨ+X/��

2自分の得意なことや苦手なこと,一人でする �.�+�齷Zｨ,ﾉ|x+8.(ｾｨ訷,�+�,bﾉti$(,ﾉ|r�

ことが困難なことについて考え,発表する○ �+8.(ﾚ)>�,亢9WH*ﾘｨ�:��

3自分の学習課題となる活動に取り組む○ ��做ｹ;霰��｢�16 

･手指の巧緻性を高める活動 �*(.ｸ*(.ｸ,葵�:�/�ﾆ��+Rﾉ�y�ﾈ,ﾉ:�*�+R�

･筋力をつける活動 兩ｸ.)�x,ﾈ諄*)_ｲﾉ�ﾈ,h,ﾈｭh.ﾘ.雲ｸ/�&ﾘ.乖��

･言葉の不明瞭さを改善する活動 �:��

･友達や教師と関わりをもちながら取り組む ��乖駅�ﾅ��｢�

活動 唳J(/��8訷,俶x,�,I��-x.�+�,b�

4自分のやりたい活動に取り組むo 唳k驂H,價ﾘ尨+X,H檠�(/�ｧ�+X-�+�,h,�,r�

5学習の振り返りをする○ ��做ｹ;霰粨ｨ駅�ﾅ��｢�1 

･4月と比べ,自分が上手にできるように 唸齷Zｨ,ﾉ�ﾉ+x/�yﾘ��+Rﾈ鵁,ﾉmｩUx/�zx,H+ﾒ�

なったことを発表したり,友達の前でやつ �.に�hｨ�,��h*�+ｸ*H,h+X+ﾘ.�+x.�8�/�ﾘ"�

てみたりする○ �-�.�+�,b�

Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部を接辞)

1　授業担当者で行った改善

目標,教えたいこと 倬�;i�i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

身体の状態が分か ��+8/�,ﾙ�y�ﾈ*ｨﾖH*ﾒﾂ�整形外科検診の結果を ��+8/�,ﾙ�y�ﾈ,ﾈ�9�H.):�*��

り,身体を動かそう 儺�/��ﾈ,�+X+ﾘ.なﾊ�/��R�知らせ,身体を意識して �+Y_ｸ,�,x/�ｦﾙDh,X*ｸ+ﾘ+�,h,Rﾂ�

とすることができ �*ｸ*ﾙ:�*�+X+ﾘ.�+x.�+�,b�動かすことができるよう 侈茨ﾈ.�/��8�+X,I:�*�+ｸ*H,b�

る｡ �*ｩ>�+X*(�ｸ-ﾈ+ﾒﾉ�y�ﾈ/��な運動を取り入れるo意 �+x.�.h*H,�,�,�+ﾘ�ｸ-ﾈ+ﾒﾄ��

意識して動かす姿はあま 俾�+X,I:�*�+X,H*(.�,h*ｲ�さんを褒めることで,他の生 

り見られない○ �,ﾒﾈ+ｸ,ﾉ797な�裴+x.��ｲ�徒も意識して身体を動かすよ 

(5月9日) 茶Xﾈ��I?｢��うになった○(5月22日) 
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2　授業研究会(参観者)を通して行った改善

(前潟教諭: 6/7実施　保健･体育科授業研究会｢健康な身体～運動～｣における手立ての意見を参考にした｡)

目標,教えたいこと 倬�;i�i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

教師の話をよく聞 �5H*�.x,ﾊ(,r�｢自分のこととして考えるこ 册��ﾉ��,Z(4ﾘ4x68,h簡.愈2ﾂ�

いて,よく考えてか �/�,斡8鰄+�,�,�.��とができるように,運動をした �(785h6(,i�ﾈ,�+x�ｺ8,�,rﾂ�

ら発表したり,行動 �*日2ﾊ(,x/�,���直後に授業をしたり,映像を見 ��,X488��ｸ5x,X*ｸ.�.h*H,依��

したりすることがで �:�*ｨ*�.�*日8,ﾂ�せたりしては○｣との意見が出さ 冽H,Y6�*h8(6h8ｸ/�麌+X+ﾘ,h+��

きる○ 俯�(,�9ｨ*h.�+�,b�れた○動きを分かりやすく言語 �.ｲﾉT�/��ﾈ,�+X+ﾘ.に�y�ﾈ/��

ができなかったo �ｸ+X+ﾘ.に�ﾈﾋ�+X,Hﾖﾈ*h+ﾘ.�,R�ひねったりすることができ 

(6月7日) �*ｸ.�.h*H,�+x.薬ドﾈ�#Y?｢��た｡(7月18日,10月30日) 

3　授業研究会(授業者)を通して行った改善

目標,教えたいこと 倬�;i�i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

自分の課題となる �(+8/�,ﾒﾈﾊ�,ｨ+X*ｨ.�,B�｢座席配置を工夫して 冲i$(,ﾉ:�*ｸ.)L(��/�薰�

活動を意識(理解) �,�*�,�+ﾘ.な齷�ﾘ*ｨ,�*�,"�生徒同士,お互いが見え 乂ﾈ*�.�,�+X,Bﾈ齷Zｨ,Xｻ2�

して,意欲的に(積 �+ﾘ.�+X,Bﾈｨ�:�/�跖-�.�,b�るようにしたらよいので 俤粨ｻ8ｾ�,ﾈ��OX.)]�WH*��

極的)に取り組む○ �*ｸｻ8踪,丿ﾙDh/�ｸ�-�.�+�,b�は○｣とのアドバイスを受 �/�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*B�

が多いoまた,ひも通しの �+�ﾉL(��*ｨﾊ�.(+x*ﾒﾈ8"�になり,教師に確認を求 

活動で｢終わりましたo｣と �6h8ｸ,h,�.冲i$(*ｩ�9lｨ,b�めなくても活動を始めた 

報告することができなかつ �,�.俐��烏ｩ'X,�+x.��ｲ�り,報告をしたりするよ 

たo(5月30日) 茶hﾈ緤?｢��うになった○(6月6日) 

Ⅲ　授業と児童生徒の変容

1　授業の変容

4月当初,本学級の生徒たちは,自分の長所や短所を理解できている生徒は少なく,課題に対

する意識は低かった｡そこで,自分のよさを友達の前で発表する活動を通して,友達や教師によ

さを認めてもらったり,再確認したりすることができるようにした｡友達のよさを聞く活動は,

これまであまり意識していなかった自分のよさを見付ける機会にもなり,以後,生徒たちは互い

のよさを意識しながら活動に取り組むようになった｡

生徒たちの実態差は大きく,手指の巧緻性を高めることや体幹を保持するための筋力向上,言

語の獲得,人との関わり方の改善などに多くの課題があった｡そこで,授業研究会で受けたアド

バイスや感想,他の先生方の授業研究会に参加して感じたことを生かし,指導内容や学習環境,

教材･教具などを工夫した｡実態別,目標の達成状況に応じて教材･教具をステップアップさせ

ていくことで,生徒自身が楽しみながら学習課題に対して意欲

的に取り組む姿が多く見られるようになった(写真3-13)｡

また,授業研究会を通して,自立活動で行っていることを国

語や音楽,体育,作業学習など他の授業で生かし,関連や広が

りを確認することができたり,情報交換が行えるようになった

りしたことで,授業改善がスムーズに行えるようになった｡
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写真3-13　ひも結びができて喜ぶ

Aさん



2　児童生徒の変容

Aさんの｢年間を通して身に付けさせたいこと｣は｢自信をもって行動に移したり,発表した

りすること｣とした｡やればできるという成功経験を重ねるような学習活動を設定したり,たく

さん褒められたりすることで自信を付けることができるようになると考えた｡

そこで,学級としての集団意識を高めるとともに,全員が同じ課題に取り組める活動として,

ひも通しの活動を取り入れた｡実態や目標達成の状況に応じて,ひもに通す具体物を大きくて転

がりにくいミシン用のボビンから小さくて転がりやすいビーズに変更して数を増やしたり,ひも

通しに掛かる時間を計時して競い合ったりできるようにした｡

その結果, Aさんは友達と速さを競い合うことで｢次は自分が勝ちたいです｡｣と次の目標を

発表することも増え,友達よりも早くひも通しができたときは片付けや次の活動の準備にも意欲

的に取り組むようになった｡また,友達のよいところを見付けて褒める機会が増えたことで,友

達からも褒められる機会が増え,自信をもって友達と関わりながら学び合う姿が見られるように

なった｡やりたい活動を選択できるようにしたことで,以前より意欲的に取り組んだり,他の場

面でも積極的に発表したりすることが増えてきている｡

Ⅳ　活用場面の様子

本学級では　給食の準備時間に｢給食の学習｣として,メニューや素材の栄養について知り,マ

ナーについて考え,実際に箸等を使う学習を行った｡具体例として,大皿の上に乗せた食品消しゴ

ムを印の付いた小皿に箸やトング,指を使って移す活動を行った｡食品消しゴムは, 3cm程度の扱

いやすいものにし,生徒たちが好きなケーキやドーナツなどのデザート類としたことで,興味が高

まり,意欲的に取り組んだ｡また,持ち方を意識できるように八角箸と丸箸を準備した｡食品消し

ゴムを箸でつまみ,落とさないように小皿の印の上に乗せることは根気と集中力も要する活動に

なった｡ Cさんは,給食でかき込むことが減り,正しい箸の持ち方を意識し,具材を上手につまん

で食べることができるようになった(写真3-14･15･16)｡

写真3-14　Cさん:箸の持ち方

(1年)

写真3-15　Cさん:食事の様子

(3年5月)

写真3-16　Cさん:箸の使い方

(3年11月)

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等

この実践を通して,生徒の実態を正しく把握することで指導の根拠を明確にし,生徒の実態や学

びの状況に合わせた教材･教具を作ることができた｡しかし,生徒自身が学習したことを他教科や

家庭,日常生活に生かしたことを実感できる手立ては不十分であった｡

授業研究会を通して,自分の実践している内容を他教科等でも取り入れてもらえたことで,学び

の方向(目標設定)の妥当性や学びの連続(他の場面-のひろがり)を確認することができた｡

また,生徒の学びや成長を多くの教師で共有できるようになったことで,授業改善の達成感(敬

師の評価)を得ることができ,次の授業改善への意識が高まりやすくなったと感じている｡
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申学部　国語科

題材名｢説明文を読もう｣

授業者:内倉　広大　　前濡　久美子

対　　象:Bグループ　男子3人　女子2人

実践期間:平成24年9月～1 1月(中旬)

I　授業の立案

1　題材の全体目標

(1)連用修飾語を使った3語文の単文や複文を読んだり闘いたりして,理解することができる｡

(読む･聞く)

(2)説明文を読み,簡単な問題に答えることができる｡ (話す,書く)

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

吹 偃X,逢x�ｨ�:篷>�vR�習得型,活用型 倬��B�

1文を作り,動作に表す○ ��做ｹ;霰��｢�9 

(1)連用修飾語を使った文を作る○ 俶x*H�8�ﾈﾎｨ,�.h,�,Bﾉ[h,ﾈ�9j�*ｨ穀�

(2)作った文を動作で表現する○ �,�,�,H*ﾘ.�+�,h/�&ﾘ.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.b�*H,�+x.��ｲ�

2説明文を読み,簡単な設問に答える○ ��做ｹ;霰��｢�10 

(1)3文からなる説明文を読む○ ��ﾙn(,ﾂｘ,�4ｹ��,�%�ﾎｨ/�[i(h*�.r�

(2)設問と本文とを読み比べて()埋め 僵(*ｸ�+x+�,h,Rﾉ��8,ﾉ%�ﾎｨ,亊hﾅx*｢�

をする○ �*�.�+�,h/�ｦﾙDh+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*B�,�+x.��ｲ�

3文が示す写真や絵を選ぶ○ ��乖駅�ﾅ��｢�

(1)単文を読み,説明に合った写真や絵 兌h,ﾉ<x��/�+Rﾉ�8+X*(���.(､x/����

を選ぶo �/�+�.に¥�-x+ﾘ.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.b�

(2)複文を読み,説明に合った写真や絵 を選んだり,順に並べたりする○ �*H,�+x.��ｲ�

Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部を抜粋)

1　授業担当者で行った授業改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

文節をまとまりとして捉 �8+8/�,ﾒﾉ[h/�<x-韜篦�3語文を,文節ごとに �8+8/�,ﾘ自�x,Y[i��/�<r�

え,音読をすることができ 兌h鬨,ﾈ�*)<x-ﾘ.)%�ﾎｨ+"�行を変えて表記する○次 �-�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾚ�尸<x鳧ｭB�

る○ �,h,�<x-�+�,h*ｩ�ﾘ*ﾒﾉ[b�の行は,前の行よりも頭 �,�,ﾘ巍7�.�竧.��x-騅ﾈ��*｢�

として読むことがあまり 偬�+X/�)[h鬨岑+�,IUﾈｴﾂ�見られた○授業研究会で担 

見られない○ (10月10日) �+x.�.h*H,�+x.���8ｨ8�42�6xｻ8ﾝ竰����ﾈ���?｢��任は,音読が上手になって いるとコメントしているo (10月11日,16日) 
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2　｢授業研究会(参観者)を通して行った改善

(脇教諭: 7/13実施　音楽科授業研究会で出された,雅の取り方に関する意見を参考にした｡ )

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善菜 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

文字を正しく表記するこ �8+8/�.$H+8/�,ﾒﾉ���音楽科の軽業研究会で, 禰+8/�,ﾒﾉ�/��ﾘ*�.�+��

とができる○ 偸�+x.俤ｸ,痛ﾕ��.)+x將�歌詞を理解するために単 �,h,Rﾈ耳鬨耳鬨/�,(-H.(*ｲ�

の脱字をすることが見ら 佩ｨ.)[i��+(,h,ﾉ�/��ﾘ*��ながら書く姿が見られた○ 

れる｡ (9月6日) �.�+�,bﾈ尸<x/�+x.乂x��また,Cさんは音読で確認 

の機会を設けることの有 �/�+x.�+�,h,Rﾉ$X鬨,亢9WB�

効性についての情報交換 �*ﾘ+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�,�,"�

があり,本授業でも取り �,H*ｸ+ﾖ��

入れるo(9月6日) 茶��ﾈ��?｢��

3　授業研究会(授業者)を通して行った改善

目標,教えたいこと 倬�;i�i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

簡単な設問を読み,説明 �8+8/�,dX+8/�,ﾒﾉ�ﾒ�設問を読んで答えると �8+8/�.���k饉h/�齷Zｨ*��

文の中から()に当てはま 冢(,ﾈ�9�ﾘ/�<x-ﾘ竧.�+�,b�いう目標についての妥当 �.y<x-ﾙ]H+X,Bﾈ�9w�4�,蔚ﾂ�

る単語を抜き出すことがで �*ｩ>�+X*ﾒﾈ�.�/�ﾊ�,H*"�性について意見をもらい, ���,Xｧx�,佰ﾈ*�*H+�,h*ｨ,R�

きるo �+ﾘ.な����*ｩ_h.ｨ+ﾘ.�+r�()埋めの課題を設定 �*ｸ+ﾖ�+8/�,ﾒﾈ齷�ﾘ/�.�,"�

る姿が見られる○ (10月10日) �+X,I��k饉h*�.yK(*ｸ�+r�て説明文中から答えを抜き 

学習の設定に変更する○ (10月11日) 偬�+Rﾈ��9ｨ,ﾈﾝｸ,凉ﾙu(/�WB�*�,I9ｨ*h.�+�,h*ｨﾊ�.x.ｨ.��.h*H,�,�,�+ﾘ�ｲ���ﾈ���?｢��

Ⅲ　授業と児童生徒の変容

1　授業の変容

本題材の一次において, ｢00さんが,ゆっくり歩く｡｣等の単文を読

んで動作に表す学習を設定したところ,ゆっくりの意味を十分に理解で

きずに,普通の速さで歩いたり,力強く歩いたりする姿が見られていた｡

この要因として,修飾語の意味や文法構造が十分に理解できていないの

ではないかと考えた｡そこで,修飾語を使った文を読み,動作に表す学

習活動を設定したり,修飾語に囲みをし,それが掛かる述語と線で結ぶ

ように手立て(写真3-17)を講じたりしたところ,修飾語と述語を踏まえ

て動作に表すことができるようになってきた｡

写真3-17　囲みと線を

使った提示

二次の学習で板書に説明文を貼りだして学習を展開したところ,板書にあまり着目しなくなっ

たり,発問に答えることが難しかったりする姿が見られた｡そこで,授業研究会で意見をもらっ

たり,授業改善の記録を読み返したりしてその原因の分析を行ったところ,同時に多くの情報を

処理することの難しさが推測された｡改善策として,パソコンを使って,着目しやすいように強

調して提示したり,順序を追って説明文を読むことができるようにしたりした｡その結果,生徒

は画面を集中して見たり,説明文を読みながら発間に答えたりするようになった｡
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2　生徒の変容

Cさんは,学習に対して意欲的で,授業準備に率先して取り組んだり, ｢先生,また勉強しよ

う｡｣と話し掛けたりする生徒である｡しかし,解答を間違えたり,間違いを指摘されたりする

と極端に落ち込んでしまい,次の学習活動が滞ってしまう様子が見られた｡本題材の中で多く見

られる課題として,修飾語と被修飾語の関係の理解,記述する長音や拗音の脱字が見られること

があった｡そこで,修飾語と被修飾語については,前述した修飾語の文字を囲み,述語と線を結

んで提示したところ, 2語のつながりを理解することができた｡脱字については,授業研究会で

出た意見をもとに,ワークシートに文字や単語ごとの枠を設けること,記述後に音読をして教師

と一緒に確認をしてから発表をすることの2点を改善した｡すると,解答を記述する際に,自分

からつぶやきながら文字を記入する姿や,記述後に自分から音読をして解答を読み返す姿が見ら

れるようになり,教師に正しく書けたかどうか確認を求めるようになった｡特に,教師の確認の

際には,以前のように極端に落ち込む姿から,再考したり,修正したりする姿-と変容が見られ

るようになってきた｡

Ⅳ　活用場面の様子

本題材で身に付けさせたいことである｢文を正しく理解する力｣と,

作業学習の中で｢留意点に注意しながら活動に取り組む｣ことと並行

して取り組んだ｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真3-18　国語科との手

具体例として, CさんのPPバンドにビニルテープを巻く際に力を　　　　　立ての共有

込めて巻くという活動で挙げてみる｡ ｢強く引っ張って,テープを巻く｣と留意点を掲示して目標

の確認をしながら指導を行っていた｡しかし,繰り返しの学習の中で手順を覚えることばできてい

るが,テープの巻きがゆるくて不良品を出すことの改善にはなかなか結びついていなかった｡そこ

で,国語科で確認した修飾語に囲みをし,そして修飾語と被修飾語とを線で結ぶことの有効性につ

いて教師間で情報の共有を行い,作業学習にも反映させた(写真3-18)｡そして,さらに強くのイメー

ジを高めるために,教師とビニルテープを引っ張り合い,強くと引っ張るとの感覚を体験する指導

を行ったところ, ｢強く,強く｡｣と口にしながら力強く引っ張ることができるようになった｡加

えて, Cさんの様子を見てFさんが力を込めて引っ張ろうとする様子が見られるなど,個人の成功

や達成が,他の友達の意欲を育んだり目標達成-とつながったりする場面が見られた｡

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等

国語科における本実践のみならず,教科･領域間で取り組んだことで,本題材の目標達成のため

の｢学び｣を促進することができたと考える｡実際,本題材の二次では,二つの文を読み比べてそ

の違いをほとんどの生徒が説明することができるようになったことから,使われる修飾語やその他

の単語に気を配りながら短い文を読むことができるようになってきたと評価する｡また,一人の生

徒の｢できた｣が,他の生徒に大きな影響を及ぼすことから, ｢自分とのかかわり｣を重視して授

業づくりを行うことの大切さを感じた｡

一方で, ｢ゆっくり｣など力の調整が必要な修飾語について,イメージはもつことができている

が,表現することが難しい生徒もいた｡さらに,体育科や自立活動といった教科等との連携を深め,

言語と動作とを一致することができるように指導を深めていく必要があると考える｡
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申学部　作業学習

単元名｢,ふようまつりに向けて製品を作ろう｣

授業者:山之口　和孝　内倉広大　前湾久美子

対　　象:窯業班　男子4人　女子2人

実践期間:平　成　2　4　年　7　月　～ 1 2　月

I　授業の立案

1　単元の全体目標

(1)　自分の作業に見通しをもち,安全面に気を付けながら意欲的に作業に取り組むことができ

る｡

(2)挨拶や返事,報告,質問などを場に応じて適切に行ったり,自分で考え,判断して作業を

進めたりすることができる｡

2　指導計画(習得型と活用型の学習活動)

次 偃X,逢x�ｨ�:篷>�vR�習得型,活用型 倬��B�

1ふようまつりについて知る○ ��做ｹ;霰��｢�3 

(1)期日を知り,当日までの流れや販売する 俥ﾈｼhｧx�,���+x.侈�,ｨ+X*ｨ.�,H.�.h*H,�+X+ﾒ�

ものを知る○ �.なｮ馮ｹ4�,扱ｩd�/��x,儻H*�.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.b�

(2)作業分担を確認する○ �*H,�+x.��ｲ�

2手順を覚え,作業に慣れる○ ��做ｹ;霰粨ｨ駅�ﾅ��｢�12 

･実態に合わせた製品作りを通して,手順 侘)¥ｨ,ﾈ���H,俘x.ﾘ+�+ﾙ�ｸﾞﾈｨ�:�/��ﾙ.�+Rﾉ���

を覚える○ 傀yUﾈ.)^(�ｾ�/�ﾔ姥h+x.�+�,h,X,X*ｸ.�+�*�兒｢�,Xﾞﾈ.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

3丁寧に効率よく作業するo ��做ｹ;霰粨ｨ駅�ﾅ��｢�30 

･早く正確な製品作りができるようになる○ 處yV�/�ﾞﾈ.�8�/�ﾘ(-�,Bﾉ�ｸﾞﾈｨ�:�,偃h.��r�-�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

四 滴-8.h*H-ﾈ,(.�,YLﾉHH/�+x.薬�【活用型】 湯�･販売準備,販売活動,反省をする○ 俾兒ｨ+ﾘ+�,ﾈﾞﾈ,�+ﾙ�ｹV�/�LﾉHH+x.�+�,h,Rﾉ����ﾈｫH/�j�.ﾘ*H+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

五 添LﾉHHｨ�:�,ﾉKﾘ�/�:X-ﾈ*h,Hﾞﾈｼh/�+x.��ｲ�【習得型.活用型】 澱�･販売の反省を生かして,新しい目標を設 儉ﾆ�HHｨ�:�/��X.云H.な,x,ﾈ.h*H,��ｹV�/�ﾞﾈ.｢�

定したり,新しい製品を考えたりするe �,�.h*(*俟ﾈ*h.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

Ⅱ　授業実施後の改善の経過(授業記録の一部を抜粋)

1　授業担当者で行った授業改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具侍的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

自分の担当する製品作り ��+8/�,ﾒﾈ�鈷,ﾉti$"�箸置きから,友達と同じ ��+8/�,ﾒﾈ鳧�越9��,ﾒ�

に集中して取り組むことが �,ﾈﾞﾈｼi>�vX*ｨｴ8,�,�.つ�皿作りに変更する○ (9月11日) 侈�.x.ｨ.�.�,ﾈ,ﾂﾈ蒭/�2�

できる. 俾兒ｨ,ﾉ�ｹV俥ﾈ.�,偃h.��r�.�*H,h+X,�*(�ｲ��ﾈ緤?｢��冑xﾞﾈ.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾖ���ﾈ�#y?｢��



2　授業研究会(参観者)を通して行った改善

(脇教諭: 7月4日実施　音楽科授業研究会｢リズムを感じよう｣における友達とのかかわりの意見を参考にした｡)

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

友達とのかかわりを �(+8/�,d8+8/�,ﾒﾂ�音楽科の授業研究会で友達同 �*囲ﾘ*(,丿ﾙDh+Xﾘx*H��,ﾘﾊ��

意識して作業に取り組 �:�+i�ｹV�/�%99h+X,B�士でチェックをすることが学び �.x.ｨ.�.h*H,�,�,�+ﾘ*｢ﾈ鳧ｭB�

むことができるo �*(.�*｢ﾈｺi|ﾘ+X+ﾘ.つ�合いにつながっているという意 �*ｨｧﾈ*�.なﾞﾈｼhﾏ越h*ｩx�+�.��

意識したりする姿が 佛ｨ*ｨｹ8*ｨ,�+ﾘ+�,h/��8*�ﾅ�,��という新たな課題が出てき 

ほとんど見られないo (7月2日)I �4H+X.h*H/�zﾈ+Xﾙ�/�+靜2ﾈﾅ�*｢�たo教師が一緒にうまくでき 

汚れていないかお互いに確認し �,H*(.�,h+�.ｸ/�ｦﾙDh+x.�,itb�

合う活動を設定する○ �$(/��8�+X,Hﾞﾈｼh,偃h.��x-��

(7月5日) �.h*H,�,�,�+ﾖ�xﾈ���?｢��

3　授業研究会(授業者)を通して行った改善

目標,教えたいこと ��i6ｸ,ﾉvﾈ���具体的改善策 弌ﾉ��ﾎ8,ﾉvﾈ���

良品を意識して,丁 ��y)ｩDｨ,俥ﾈ.ｸ*H��,b�｢そつと入れて,はやくこぼす｣ �-�*�,H7ｸ�ｸ6�/�ﾊ�*h.��

寧に製作する｡ �*(*H-�*�,H,ﾊ))ｩDｨ,�2�というように具体的なポイントを �,h+�.ｸ,�'X*ｲﾈｦﾙDh+X,��

とはどうすればよいの ��ﾙ.�+X,H,ﾘ,x*H*�,h*(*H�8ﾊ�/�.��がら製作に取り組み,丁 

かイメージすることが �.x,(+ﾘ�ｸ+ｸ+�,Rﾈ+ｸ.ｨ+ﾈ.ｨ,處yV��寧に製作することができ 

難しい｡ (9月18日) �7ﾈ48986x/��ﾙ.�+Rﾈ-�*�,H/�42�8��ｸ5x+X.(+x*(.h*H,�+X+ﾚ���ﾈ�#y?｢��るようになった○ (10月11日) 

Ⅲ　授業と児童生徒の変容

1　授業の変容

窯業班の生徒たちは,製品の形成工程を繰り返し経験することで,粘土や道具の基本的な取り

扱いを覚えたり,形成工程に対する見通しをもつことができるようになってきたりしていた｡し

かしながら,材料を丁寧に扱うことができずに,何度も修正をしたり,不良品ができてしまった

りすることがあった｡原因として,良品を作るためにはどのようなことに気を付けたらいいかの

理解が不十分であるのではないかと考えた｡そこで,良品を作る際に気を付けるポイントを｢良

品ポイント｣として個々に設定し,製作する時にイメージしやすくするようにした｡その際,国

語の担当と連携して文の意味を正しく理解できる力を付け,よりポイントの意味を理解し,丁寧

に製品づくりができるようにした｡その並行的設定において,修飾語と被修飾語を矢印で結ぶと

分かりやすいという情報を共有し,良品ポイントに囲みや矢印を書き

込み,めあてを意識しやすいようにした｡ Dさんは,泥しょうを型に

注ぐとき型の外にこぼさないように気を付けることが難しかったり,

型からバケツに泥しょうをこぼすときにふちが汚れてしまったりして

いたが, 『匿三日入れて,圃こぼす』というポイントを設定した

ところ(写真3-19),めあてを自分から確認し,意識して製作するこ

とで,不良品がかなり少なくなった｡
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写真3-19　めあてを意識し

て製作するDさん



2　児童生徒の変容

Bさんは,教師や支援を多く必要とする友達とは積極的に関わろうとするが,友達同士で協力

して作業に取り組む姿はあまり見られなかった｡そこで,泥しょうを型に流し込んだ後,友達同

士で型が汚れていないかチェックする活動を設定して,お互いに確認し合うようにした｡最初の

うちは,製品の仕上がりにはほとんど影響のないような細かい汚れまで指摘し合うため,時間が

掛かり,作業効率が落ちてしまった｡さらに,自分ではきれいにできたっもりでも友達から汚れ

ていると指摘されることで,意欲が低下してしまう姿も見られ

るようになってしまった｡そこで,確認をする際,一緒に教師

が入り,うまくできているところを見付け,褒めるようにした｡

また,自立活動の担当と連携して相手の良いところを探す内容

を扱ってもらうようにした｡すると,教師の称賛に合わせて,

｢Cさん,上手だね｡｣と友達を褒め,お互いを意識しながら

作業に取り組むようになった(写真3-20)｡ 写真3-20　友達同士確認し合う姿

Ⅳ　活用場面の様子

窯業班の製作においてよく行われるたたら作りには,平らに伸ばした粘土に型紙を置き,皿やコッ

プの形に切り抜く工程がある｡ Eさんは,型紙に沿って粘土を切ることが難しく,製品の形がふぞ

ろいになってしまうことが多かった｡授業研究会の中で挙げられた｢定規を使って線が引けるのだ

ろうか｡｣という活用場面に関する意見を参考にして,数学や自立活動の中で定規を使ってまっす

ぐに線を引く学習活動を取り入れてもらうようにした｡定規に鉛

筆をしっかり当てて,まっすぐ線が引けるようになってくると(写

真3-21),型紙に沿って粘土を切ることが少しずつできるように

なってきた｡また,型紙を意識して粘土を切ることができるよう

になることで,粘土切りを型紙に当てるとき垂直に立てて使うよ

うになり,斜めになりやすかった粘土の切り口がまっすぐになり,

良品がたくさんできるようになった｡

鴨 ��遡 萄��頸�?��-h皦�ﾈ�ｲ������上/1日 

漣 凵怐�R▲ 子. 

写真3-21定規を使って線を引くE

さん

Ⅴ　成果と課題,本実践に取り組んだ感想等

作業学習でよく使われるめあてに｢丁寧に作ろう｣がある｡しかしながら,授業研究会の中で｢丁

寧｣という概念を障害のある子どもたちがどの程度理解できるのか,目標として妥当なのか,学び

の方向に関することが話題になり,授業改善を行った｡国語の担当者と検討し,並行的設定を行っ

たり,共通作業の担当者と手立ての共有を行ったりすることで子どもたちがイメージし,意識しや

すい目標設定を行うことができるようになり,製品の質,量ともに改善された｡そのことが生徒自

身の達成感にもつながり,意欲的に学習に取り組む姿が多く見られるようになった｡

このように,授業研究会を通して教師間の連携が深まり,これまでほとんど一人で行っていた授

業改善,授業づくりが自然と学部職員全員で行われるようになったことで,子どもの学ぶ姿が多く

見られるようになったと感じる｡そのことが授業者自身のもっと授業を良くしたいという気持ちを

更に高めてくれた｡これからも研究を続け,授業力を更に付けられるように努力していきたいと思

う｡
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